
試験研究成果普及情報 

［目的及び背景］ 

 鶏外部寄生虫の中で最も養鶏場に与える被害が大きいのは、ワクモ、トリサシダニである。トリサシ
ダニはわが国の養鶏の近代化と併行して、急速に生息域を拡大したが、ワクモは庭先養鶏的な小規
模農家でしかみられなかった。しかし、ここ数年、北は青森から、南は九州に及ぶ広範囲の地域で、飼
養規模に関係なく発生がみられるようになった。一方、新しい殺ダニ剤の販売は最近なく、野外におい
ては現在の市販薬剤に対する不信の声も聞かれる。そこで、カルバマート系3剤、ピレスロイド系1剤、
有機リン系1剤の殺ダニ剤を用い、ワクモとトリサシダニに対する感受性を検討した。 
カルバマート系殺虫剤のカルバリル、BPMC、プロポクスル、ピレスロイド系の殺虫剤のフルメトリン、有
機リン系殺虫剤のフェニトロチオンの5剤を用い、ワクモは室内試験のみ、トリサシダニは野外試験も併
せて実施した。  

［成果内容］ 

1. ワクモに対する薬剤効果は、カルバリル150倍のみが接触後24時間で完全致死が認められた 
（表1）。  
 

2. トリサシダニに対する薬剤効果は、室内試験においてはカルバマート系3剤ともが使用書の最低
濃度で接触後24時間に完全致死が認められた。しかし、野外試験においては、薬剤投与後1日
目から調査終了までダニが観察されなかったのは、カルバリル150倍、BPMC100倍、プロポクス
ル200倍のみであった（表2）。  
 

3. ワクモ、トリサシダニとも薬剤効果が低下している現状、ダニ寄生の早期発見、早期駆除、生息
場所の徹底除去、オールインオールアウト時の殺ダニ剤による徹底した駆除が必要である。  

［留意事項］ 

1. 今回の試験は特定された農場から採取したダニによる結果であるが、供試した薬剤が既に市販
から20年以上を経過していることから、千葉県下の他農場のダニにおいても、薬剤に対する感受
性に大差はみられないと考える。  
 

2. 薬剤耐性を進めないために、的確な使用濃度を厳守することが必要である。 
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